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ご注意
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はじめに

本書の目的はＰＣカードを使うために追加された機能とＰＣカードの使い方を紹介することです。

PＣカードを使うための機能は次の通りです。

・ メモリカードやＡＴＡカードをディスクと同様に扱うための機能を提供します。これによって、

ＰＣカードに格納されたプログラムやデータなどのファイルを利用することができます。

・I/Ｏカードを扱うための機能を提供します。これによって、ＰＣカードを通して様々な周辺装

置との入出力を行うことができます。

Ａ カ ー
一 一一 一 一
ド と は 、

－ 一 一－ －－ － 一 一－ －－ － －－ － －－ － －－ － －－ － －－ － －－ － －－ － － －－ －－
固 定 デ ィ ス ク と 同 様 な 機 能 を 持 っ た ＰＣ カ ー ド で す 。

㎜ ・

四 －

・ 他メーカ製ＰＣ カードの使用の可否、および具体的な設定方法については、ＰＣ カードの提供

元へご確認ください。

・ＰＣ カードサポートソフトウェアの最新情報が、テキストファイルとして以下の場所に格納さ

れています。 ＰＣカードをお使いになる前に必ず参照してください。

ＲＥＡＤＭＥ.ＰＣＣ



本書の目的と構成

本書の目的はＰＣカードを使うために追加された機能を紹介することです。

本書は５つの章から構成されています。

・ 第１章「ＰＣカード概要」

第１章は、どのようなＰＣカードを使うことができるかを説明しています。

・ 第２章「ＰＣカードサポートソフトウェアのインストール」

第２章は、ＰＣカードを使うためのソフトウェアのインストール手順を説明しています。

・ 第３章「ＰＣカードの使い方」

第３章は、ＰＣカードを使うためのユーティリティの操作方法を説明しています。

・ 第４章「使用環境の表示／設定」

第４章は、ＰＣカード設定ユーティリティについて説明しています。

・ 第５章「こんなときは」

第５章は、PC カードを使う際の注意点などについて説明しています。
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第１章　ＰＣカード概要

この章では使用できるＰＣカードにはどのようなものがあるかについて説明します。

1｡１　ＰＣ カ ー ドと は

1｡1.1　PC カ ー ド に つ い て

本機種で使用できるＰＣカードにはメモリカードとI/Ｏカードの２種類があります。

メモリカードはフロッピイディスクと同様に、アプリケーションソフトやデー一夕のファイルを格

納することができるカードです。

I/Ｏカードは拡張バス製品と同様に、周辺装置との入出力などを行うことができるカードです。

一－ 一 一一 －－ 一 一 一一 － 一一 一－ － 一 一－ 一 一－ －－ －－ － －－ － － － 一一－ － －－ － － 一 一－ 一 一－－

/ｙ・ ／゛X　　
「ＰＣ カ ー ド 」 と は 、 社 団 法 人 日 本 電 子 工 業 振 興 協 会 （ＪＥＩＤ Ａ ） と ＰＣＭ

共同して標準化をすすめているカードの名称です。

1｡1.2　 メモリカ ードの種 類

とＰＣＭＣＩＡ との間で

1.１　ＰＣカードとは　１

メモリカードは「フラッシュメモリカード」、「ＳＲＡＭ カード」などの種類があり、次のような

特徴があります。

・ フラッシュメモリカード

ファイル単位の読み出しができますが、ファイル単位の書き込みはできません。

書き込みはカード全体に対してのみ行えます。

・ＳＲＡＭ カード

ファイル単位の読み書きができますが、はじめて利用するときにはフォーマット （初期化）

が必要です。内蔵電池によりデータを保持します。

種　　 類 �フォーマット �読み込み � 書き込み �電池 � 用　　 途

フラッシュ

メモリカ ード �

必要なし � 可能 �　　可能(

カ ー ﾄﾞ単 位) �

なし �主にデータ参照、

媒体の バックアップ用

ＳＲＡＭ カ ード � 必要 � 可能 �　　可能(

フ ァイル単位) �

あり �フロッピィディスクと

同等の操作性



1｡1.3　1/○カードの種類

I/Ｏカードには「モデムカード」、「ネットワークカード」、「ＡＴＡカード」、「ＰＣＭ サウン

ドカード」、「SCSI カード」などがあります。

－－－－一一－－－－－－－－－－一一一－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－一一一一一一－
ＡＴＡ カ ー ド と は 、 固 定 デ ィ ス ク と 同 様 な 機 能 を 持 っ た ＰＣ カ ー ド で す 。

使 用 で き る ＰＣ カ ー ド は ＪＥＩＤＡ Ｖｅr4.2/ＰＣＭＣＩＡ２.1の 仕 様 に 準 拠 し た カ ー ド で す 。

２　第1章　ＰＣカード概要

PＣ カ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア が 使 用 で き る 環 境 は 、MS- ＤＯＳ⑧3.3D/5.0A/6.2( 以 下MS- ＤＯＳ)、

Ｍｉｃrｏsoft⑨ Ｗｉｎｄｏｗs⑧95y Ｖｅrsion3.】(以 下 Ｗｉｎｄｏｗs)で す 。 他 のOS で は 、ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト ソ フ

ト ウ ェ ア は 使 用 で き ま せ ん 。

1｡1. ４　 ＰＣ カ ー ド サ ポ ー ト ソ フ ト ウ ェ ア

ＭＳ-ＤＯＳまたは Ｗｉｎｄｏｗs 3.1で ＰＣカードを使用するためには､ＰＣ カードサポートソフトウェア

が必要です。固定ディス ク内蔵モデルの場合は、既に本体にインストール済みですので、そのま

まＰＣ カードが使 用で きます。

フロッピ イディス クモデルをご使用の場合には、「第２章　ＰＣカードサポ ートソフトウェアの

インスト ール」 を参照して ください。

なお、ＰＣカードサポ ート ソフトウェアを構成するドライバ、ユ ーティリテ ィの概要については

付録Ａ を参照してください。

Ｗｉｎｄｏｗs95 で ＰＣカードを使用するには、ＰＣ カードサポートソフトウェアは必須ではあ りませ

ん。

Ｗｉｎｄｏｗs95 で ＰＣカードサポートソフトウェアを使用する場合は、「ソフトウェア補足ガイド」

などを参照してください。

本マニュアルでは、ＭＳ-ＤＯＳまたは Ｗｉｎｄｏｗs 3.1で ＰＣ カードサポートソフトウェアを使用する

こ とを前提 に操作方法などを記述してい ます。Ｗｉｎｄｏｗs95 で ＰＣ カードサポートソフトウェアを

使用する場合は、「ソフトウェア補足 ガイド」をご参照のうえ、本マニュアルの記述を Ｗｉｎｄｏｗs95

に対 応する機能に読みかえてください。
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- －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－INI
フ ァ イ ル と ＣＬＢ フ ァ イ ル

PＣカードサポートソフトウェアで使用されるINI ファイル､ＣＬＢファイルについて説明します。

CＡＲＤＩＤ.INI(標準設定ファイル)

カード種別ごとの標準設定情報が格納されています。

CＳＡＬＬＯＣ.INI(資源情報ファイル)

ＰＣカードが使用できる資源( メモリ、割り込み番号(ＩＲＱ)、I/Ｏポートなど) の情報が格納

されています。

CＡＲＤＩＤ.ＣＬＢ(カードライブラリファイル)

いろいろなカードごとの設定方法が格納されています。複数のカードの設定を格納すること

ができ、１つの情報をレコードという単位で管理しています。

・INI ファイル、ＣＬＢファイルの編集

①「4」

②「4.5

③「5.5　

「5.6

カード種別ごとの標準設定を作成する」を参照してください。

ＰＣカードが使用できる資源を設定する」を参照してください。

カードライブラリのレコードをコピーする」、
カードライブラリのレコードを削除する」を参照してください。

・INI フ ァ イル、ＣＬＢファイルの参照

カード自動設定ドライバ
(ＣＡＲＤＩＤ.ＥＸＥ)　　　

二 ∠

Ｃ Ａ ＲＤ ＩＤ ．ＩＮＩ

資源要

結果

C ＡＲＤＩＤ.ＣＬＢ



第２章 PＣカードサポートソフトウェア
のインストール

この章ではＰＣカードサポートソフトウェアのインストール手順について説明します。

固定ディスク内蔵モデルではすでにＰＣカードサポートソフトウェアがインストール済みですの

で、そのままＰＣカードを使用できます。なお、インストールが必要となった場合は、「固定ディ

スク又は光ディスクへのインストール」の手順に従ってＰＣカードサポートソフトウェアをイン

ストールしてください。

インストール後、ＰＣカードを使用するには本体を再起動してください。

居

2.1

フロッピ イディスクドライブが標準で実装されていない本体にインストールするには、オプショ

ンの3.5 インチフロッピイディスクユニットが必要です。

イン ス トール媒 体 の作 成

PＣカードのサポートソフトウェアのインストール用のフロッピイディスクを以下の手順に従い

作成します。

1. 固定ディスクからＭＳ-ＤＯＳを起動します。

２．ＭＳ-ＤＯＳプロンプトから以下のコマンドを実行します。

(Ｗｉｎｄｏｗsを実行中の場合は終了させてください)

Ａ:口

ＣＤ¥ ＰＣＣＡＲＤ口

ＣＰＣＲＤＣＦＧ Ｃ:口
－
フロッピイディスクドライブのドライブ名。ここではＣドライブ

3. メッセージに従い、初期化を行ってよい２ＨＤのフロッピイディスクを２で指定したフロッ

ピイディスクドライブに挿入します。

居 フロ ぷと イ
ノイふｙぴ丿|・114J ｀9‘ヽ1 夭 わ才ＬまＴ ○

４

何かの キーを押すとフロッピ イディスクを初期化後、インストール媒体の作成が行 われます。

４　第2章　ＰＣカードサポートソフトウェアのインストール



2｡2　MS- ＤＯＳ へのインストール

2｡2.1　固定ディスクまたは光ディスクへのインストール

１

ＭＳ-ＤＯＳを起動します。

2｡ フロッピイディスクドライブにＰＣカードサポートソフトウェアディスクをセットします。3.

ＰＣカードサポートソフトウェアディスクをセットしたドライブにカレントドライブを移動

します。

4. インストールプログラムを起動します。

ＩＮＳＴＣＡＲＤ にJ］

ＩＮ Ｓ Ｔ ＣＡ Ｒ Ｄ コ マ ン ド　　　　　 ｅ゙‰j ぶight
（C ）NECCopo ｒａtｉｏｎ ｘｘｘｘ,ｘｘｘｘ

カ ー ドユ ーテ ィ リテ ィ を イ ン スト ー ル し ます

皿　　B:

インストール先ドライブ　　　A:

イ ンストール先ディレクト リ` ¥DOS

実　　 行

終　　了

ト

ー
Ｃ

ス
キ
Ｓ

ン
印
Ｅ

イ
矢
ぐ
Ｕ

一ル元ドライブの指定を行います
（↑・↓・←・→）で項目を選択し、リターンキーを押してください
キーを押すと処理を中止することができます）

5｡ インストール元のドライブ名とインストール先のドライブ名を選択します。

6. インストール先のディレクトリ名を入力します。

７． 回 国 キーで反転表示を移動し、「実行」を選択するとインストールを開始します。

8. インストール終了後は、ＰＣカードを使用できるようにするために、リセットスイッチを押

して本体を再起動してください。

2.2　MS.ＤＯＳへのインストール　５



2｡3　Windo ｗｓ へ の イ ン ス ト ー ル

2.3.1　固定ディスクまたは光ディスクへのインストール

ファイルマ ネージヤなどによりＰＣカードサポートソフトウェアディスクからＷＩＮＳＴＣＲＤ．ＥχＥ

を起動し ます。（起動方法については、Ｗｉｎｄｏｗs のマニュアルを参照して ください）

カードユーティリティをインストールします

図 ﾃﾞﾂｨｽ ﾄﾞﾗ仙 （゙DOS/Windo4 共用）

インストール先（DOS 用ﾕｰﾃfﾘﾃf＋ﾃﾞWfｽ ﾄﾞﾗ仙 ）゙

インストール先（Ｗｉｎｄｏｓ用ﾕｰﾃでﾘﾃず）

|回心 白1　1 鏃 大 驚I　L2 匝ｊ

2｡ イン ストールするモジュールを指定 します。

Ｗｉｎｄｏｗs用 のユーティリティは指定 にかかわらず インストールします。

［デバイスドライバ（ＤＯＳyＷｉｎｄｏｗs共 用）］チェックボックス

Ｗｉｎｄｏｗｓと ＭＳ-ＤＯＳが共通に使用するファイルをインスト ールします。

［ＤＯＳ用ユーティリティ］チェックボックス

ＭＳ-ＤＯＳ上で動作するユーティリティを インストールします。

3. インストール元 とインストール先を入力 します。

［デバイスドライバ（ＤＯＳ/Ｗｉｎｄｏｗs共 用）］と［ＤＯＳ用ユーティリティ］チェ ックボックスの

両方をチェックしてい ない場合［インスト ール先（ＤＯＳ用ユ ーティリテ ィ十デバ イスドラ イ

バ）］の指定 は必要あ りません。

４． ［ＯＫ］ボタンを押 すとインスト ールを開始します。

5. インストールが終了 するとＰＣ カードユーティリティグループが作成され、Ｗｉｎｄｏｗs用 ユー

ティリティのア イコンが登録されます。

2: ，蕉
。
’”

注窟,X Windo ｗs 95 では ＷＩＮＳＴＣＲＤ.ＥＸＥ は使用できません。 「ソフトウェア補足ガ イド」を参照して居

ください。

６　第2章　ＰＣカードサポートソフトウェアのインストール



2｡４　ＰＣ カ ー ドサポ ートソ フ トウ ェア の登録 ／ 削 除

本ソフトウェアをインストールするとＰＣカードが使用できるようになります。しかし、何らか

の理由により、ＰＣカードの設定を削除したい場合、ＣＯＮＦＩＧ.SYS の更新が必要です。この章で

は、ＰＣカードサポートソフトウェアの登録／削除を行うための手順について説明します。

(ＣＯＮＦＩＧ.SYS への登録／削除であり、インストール済のドライバ、ユーティリティのファイル

は削除されません)

2｡４.1　Windo ｗｓ上 での登録 ／削除

１

２

［ＰＣ カードユーティリティ］ グループの「ＷＣＡＲＤＣＦＧ」 をダブルクリックします。

「起動ドライブ」を指定し、「登録」 または「削除」ボタンをクリックするとＣＯＮＦＩＧ.SYS

の 設定が更新されます。

なお、登録を選択した場合は、プラグ＆プレイサポートソフトウェアの設定／解除を自動的

に判別し、対応したＰＣカード用ドライバを登録します。

コマンド終了後は、Ｗｉｎｄｏｗsを終了させた後、リセットスイッチを押して本体を再起動して

ください。

Windoｗs95 ではＷＣＡＲＤＣＦＧ.ＥＸＥは使用できません。「ソフトウェア補足ガイド」を参照して

ください。

2｡４.２　ＭＳ-ＤＯＳ上 での登録 ／削除

Ｉ． ＭＳ-ＤＯＳプロンプトから以下のコマンドを実行します。

ＣＡＲＤＣＦＧ

２. ＰＣカードサポートソフトウェアを「登録」するか「削除」するか選択します。3.

「起動ドライブ」を指定します。

4. 「実行」を選択すると、ＣＯＮＦＩＧ.SYS の設定が更新されます。

なお、登録を選択した場合は、プラグ＆プレイサポートソフトウェアの設定／解除を自動的に判

別し、対応したＰＣカード用ドライバを登録します。

コマンド終了後は、リセットスイッチを押して本体を再起動してください。

2.４　ＰＣカードサポートソフトウェアの登録／削除　７



2｡5　プラグ＆プレイ対応本体でご使用になる場合の補足事

項

2｡5.１　ＰＣ カードが使用できる資源を設定する

プラグ＆プレイサポートソフトウェアが設定されている場合、本体で使用できる資源（メモリ、

Ｉ／Ｏポート、割り込み番号）は、プラグ＆プレイコンフィグレーションマネージヤによって管

理されるため、ＰＣカードが使用できる資源をカード環境設定ユーティリティを使用して設定す

る必要はありません。

プラグ＆プレイサポートウェアが解除されている場合のＣＯＮＦＩＧ.SＹS

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥ＳＳＤ Ｒ Ｖ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ Ｓ ．Ｅ Ｘ Ｅ

ｏ Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ ＳＡ ＬＬ Ｏ Ｃ ．Ｅ Ｘ Ｅ Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ ＳＡ ＬＬ Ｏ Ｃ ．ＩＮ Ｉ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ ＳＳ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｍ Ｃ Ｄ Ｒ Ｖ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｈ Ｄ Ｃ Ａ Ｒ Ｄ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ Ａ Ｒ Ｄ ＩＤ ．Ｅ Ｘ Ｅ Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ Ａ Ｒ ＤＩＤ ．ＩＮ Ｉ

プラグ＆プレ イサポート ソフト ウェアが設定 されている場合の ＣＯＮＦＩＧ.SＹS

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥ＳＳＤ Ｒ Ｖ ．ＳＹ Ｓ

．Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ ＳＰＮ Ｐ ．ＥＸ Ｅ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ= Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ ＳＳ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｍ Ｃ Ｄ Ｒ Ｖ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ Ｅ ＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｈ Ｄ Ｃ Ａ Ｒ Ｄ ．ＳＹ Ｓ

Ｄ ＥＶＩＣ Ｅ＝Ａ ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ Ａ Ｒ Ｄ ＩＤ ．Ｅ Ｘ Ｅ Ａ：￥Ｄ Ｏ Ｓ￥Ｃ Ａ Ｒ ＤＩＤ ．ＩＮ Ｉ

2｡5.2　PC カードが使用 するメモリウィンドウを拡張する

プラグ＆プレイサポートソフトウェアが設定されている場合、カード環境設定ユーティリティに

より。メモリ資源を追加する必要はありません。ただし、EMM386 を使用し、かつＵＭＢ機能を

使用している場合は、EMM386 の行にパラメータの追加が必要になります。

以下は、メモリウィンドウを16K バイト増やす場合に追加するパラメータ例です。

/Ｅ=D400-Ｄ7ＦＦ
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2｡6　 プラグ＆プレイサポートソフトウェアの環境設定/解除

プ ラグ＆プレ イサポートソフトウェアの設定/解 除をした場合、ＰＣ カードサポートソフト ウェア

のドライバも切り替える必要があります。プ ラグ＆プレ イサポートソフトウェア設定/解 除を行っ

た場合、以下の手順 に従い、ＰＣカ ード サポ ートソフトウェアの切り替えも同時に行ってくださX,

稲

（1）Ｗｉｎｄｏｗｓ上 での切り替 え

1.　　［ＰＣ カードユ ーテ ィリティ］グループの［ＷＣＡＲＤＣＦＧ］をダブ ルクリックします。

2. 「 起動ドライブ」を指定し、「登録」ボタンをクリックするとＣＯＮＦＩＧ.SYS の 設定が変

更されます。

プラグ＆プレ イサポートソフトウェアの設定/解 除を自動的に判別し、対応したＰＣ カー

ド用ド ライバを登録します。

コマンド終了後は、Ｗｉｎｄｏｗs を 終了させた後、リセット スイッチ を押して本体を再起動

してください。

Windoｗs95 ではＷＣＡＲＤＣＦＧ.ＥＸＥは使用できません。「ソフトウェア補足ガイド」を参照して

ください。

(2)ＭＳ-ＤＯＳ上での切り替え

１． ＭＳ-ＤＯＳフロントから以下のコマ ンドを実行します。

ＣＡＲＤＣＦＧ

２. 「登録」するを選択します。

3. 「起動ドライブ」を指定します。

4. 「実行」を選択すると、ＣＯＮＦＩＧ.SYS の設定が変更されます。

プラグ＆プレイサポートソフトウェアの設定/解除を自動的に判別し、対応したＰＣカー

ド用ドライバを登録します。

コマンド終了後は、リセットスイッチを押して本体を再起動してください。

2.6　プラグ＆プレイサポートソフトウェアの環境設定/解除　９



第3 章　ＰＣカードの使い方

この章ではＰＣカードを使用するために必要なユーティリティの操作手順について説明します。

3｡１　ＳＲＡＭ カードを使 う

ＳＲＡＭカードをはじめて使用するにはカードをフォーマット（初期化）しなければなりません。

フォーマットした後はフロッピイディスクと同様に読み書きが可能です。

3.1.１　 ＭＳ-ＤＯＳに よ る フ ォ ー マ ッ ト

I. コマンドプロンプトからメモリカードユーティリティを起動します。

ＭＣＵＴＬ に⊇］

2. 「ＳＲＡＭカードのフォーマット」を選択します。

Ｍ ＣＵＴ Ｌコマンド Ｖｅ ｒ ． χ ．χχ

ＳＲＡＭカードのフ才－マット

ドライブ　　　　　　D:

サイズ

ボリュームラベル　　 指定しない

実　行

の
↓

押

ド

・
を

一
↑

一

ヵ

ぐ

キ

Ｍ

一
Ｃ

Ａ

キ

Ｓ
：

Ｒ

印

Ｅ
Ｅ

Ｓ

矢

ぐ

｀
‘

Copyright （C）NEC Copor ａtｉｏｎ ｘｘｘχ,χχχχ

ドニ;ﾌｺ

ドラ イブ を指定 してください
・←・→） で項 目を選択し、リ ターンキーを押してくだ さい
すと処理 を中止し、前の画面に戻 ります）

3｡ フォーマットするＳＲＡＭカードが挿入されているドライブを指定します。

4. ＳＲＡＭカードのサイズを入力します（ＩＭＢの場合は「IM 」、512KB の場合は「512K 」、

1.５ＭＢの場合は「１５００Ｋ」など）。64KB の整数倍でフォーマットされます。

5. ボリュームラベルをつけるかどうかを指定します。

6. 「実行」を選択するとＳＲＡＭカードのフォーマットを開始します。

7. フォーマットが終了すると最初のメニュー画面に戻ります。「終了」を選択すると終了し

ます。
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3｡1. ２　 ＷｉｎｄＯＷＳに よ る フ ォ ー マ ッ ト

1.　　［ＰＣカードユ ーティリティ］ グループから ［Ｃａrｄ Ｔｏｏｌ］を起動 しまず。

2. ［Ｃａｒｄ Ｔｏｏ１］ウィンドウから ［ＳＲＡＭカードのフ ォーマ ット］を起動し ます。

3.１　ＳＲＡＭカ ードを使う　11

ドライブ

サイズ

I::P(1ｶｰﾄﾞｽﾛ叫JI〕 �回

10　　　1　●KB　　 ＯＭB

ﾎ リ゙ュ　ムラ勺ﾚ　　｜　　　　　　　　］

|四 回ａ 謂繋1 黙 叩 炎 順 匹 顛1

3｡ フォーマットするドライブを選択します。

4. フォーマットする容量を［サイズ］欄に入力し、［ＫＢ］オプションボタンもしくは

［ＭＢ］オプションボタンのどちらかの単位を選びます。 64KBの整数倍でフォーマットさ

れます。

5. ボリュームラペルをつける場合には［ボリュームラベル］欄につけたいボリュームラペル

を入力します。

6. ［フォーマット］ボタンを押すと確認入力の後ＳＲＡＭカードのフォーマットを開始します。7.

［Ｃａrｄ Ｔｏｏｌ］ウィンドウを終了します。



3｡2　 フラッ シュメモリカ ードを使う

3｡2.1　 フ ラ ッ シュ メ モ リ カ ー ド の コピ ー

フロッピイディスクの内容をそのままフラッシュメモリカードにコピーしたり、逆にフラッ

シュメモリカードの内容をそのままフロッピイディスクにコピーすることができます。

また、ＰＣカードスロットが2スロット以上使用できる環境の場合、フラッシュメモリカード同

士のコピーも行うことができます。

なお、ＲＡＭドライブ、仮想ＦＤドライブもフロッピイディスクと同様に扱うことができます。

コピー可能なフラッシュメモリカードは、ＰＣ-98HA-02（容量1.25MB ）です。

フロッピイディスクにコピーする場合、ＦＯＲＭＡＴコマンドによりフロッピイディスクを同じ容

量でフォーマットしておく必要があります。

12　 第3章　ＰＣカードの使い方



3｡2.２　ＭＳ-ＤＯＳによるコピ ー

１

２

３

コマンドプロンプトからカードユーティリティを起動します。

ＭＣＵＴＬ 口

Fフラッシュメモリカードのコピー」を選択します。

フロッピイディスクの内容をそのままフラッシュメモリカードにコピーするには

「ＦＤyＲＡＭドライブ→フラッシュメモリカード」を選択します。

フラッシュメモリカードの内容をそのままフロッピイディスクにコピーするには「フラッ

シュメモリカード→ＦＤyＲＡＭドライブ」を選択します。
フラッシュメモリカードの内容を別のフラッシュメモリカードにコピーするには「フラッ

シュメモリカード→フラッシュメモリカード」を選択します。

Ｍ Ｃ Ｕ Ｔ Ｌ コ マ ン ド　　　　　Ve ｒ. ｘ.ｘｘ
ｒ‘ ‾ ‾ ‾‾　　　 ’　　　　　　　　　　　Copy ｒigllt（C ）NEC Copo ｒａtiorl ｘｘｘｘ,ｘｘｘｘ

Ｆ Ｄ ／ Ｒ ＡＭ ド ラ イ ブ → フ ラ ッ シ ュ メ モ リ カ ー
¶　

｜　　　 接 続 状 況　　　　 ｜

送り側ドラ イブ

受 け側ドラ イブ

実　行

Ｂ

Ｄ

ﾌﾛｯﾋﾟｲ ﾃﾞｲｽ ﾀﾞ#1( 内蔵)RAM
ﾄﾞﾗｲ ﾌﾞ
PCｶｰ ﾄﾞｽﾛｯﾄ#0
PCｶｰ ﾄﾞ'ｽﾛｯﾄ#1

側 （ＦＤ ／ＲＡＭドラ イブ） のドラ イブを指定し てくだ

キー（↑・↓・← ・→） で項目を選択し、リ ターンキー
ＳＣキーを押すと処 理を中止し、前の画面 に戻 ります）

さい
を押してく ださい

Ｃ

4｡ 「送り側ドライブ」「受け側ドライブ」にドライブ名を設定します。

5. 「実行」を選択するとフラッシュメモリカードのコピーを開始します。

6. コピーが終了すると最初のメニュー画面に戻ります。「終了」を選択すると終了します。

3.2　フラッシュメモリカードを使う　13



３。２．３　 ＷｉｎｄＯＷＳに よ る コ ピ ー

I. ［ＰＣカードユ ーティリティ］グループから［Ｃａrｄ Ｔｏｏｌ］を起動 します。

2. ［Ｃａrｄ Ｔｏｏｌ］ウィンドウから［フラッシュメモリカードのコピー］を起動 します。

３

ﾌﾗｦｼｭﾒ 到ｶｰ ﾄﾞ` /FD/RAM ﾄﾞ` ﾗｲｱ 間または、

ﾌﾗｦｼｭﾒﾓﾘｶｰ ﾄﾞ゙ ／ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｶ ぞ 間で、記S乖内容のコ
ピーを行います。ｌ]作を選択してください。

19で1?71?71　FDy ＲＡＭﾄﾞ` ﾗｲｱｰ ４ﾌﾗﾗｼｭﾒ 刊ｶｰ ﾄﾞ` |

際 祖 陰 陽|ﾌﾗ,ｼｭﾒ 剔 力,ﾄﾞヽ →FD/ ＲＡＭ卜ヽヽ ﾗｲﾌヽヽ ll

脛灘ﾖ誤 謬1　ﾌﾗ 妁ﾕﾒﾓﾘｶｰ ﾄﾞ` -47ﾗ9ｼｭﾒﾓﾘｶｰ
ﾄﾞ゙

郡 司

フロッピイディスクからフラッシュメモリカードヘコピーする場合は［バックアップ］ボ

タンを選択します。

フラッシュメモリカードからフロッピイディスクヘコピーする場合は［リストア］ボタン

を選択します。

フラッシュメモリカードから別のフラッシュメモリカードにコピーする場合は「コピー」

ボタンを選択します。

4｡ ［ドライブ選択］ダイアログボックスで対象となるフロッピイドライブまたは、フラッ

シュメモリカードのドライブを選択します。

５． ［ＯＫ］ボタンを押すと確認入力の後コピーを開始します。

6. ［Ｃａrｄ Ｔｏｏｌ］ウィンドウを終了します。
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3｡３　ＡＴＡカ ード を使 う

３。３．１　 ＭＳ-ＤＯＳに よ る フ ォ ー マ ッ ト

1. コマンドプロンプトからＰＦＤＩＳＫコマンドを起動します。

P ＦＤＩＳＫ口

PFD 【SK Ve ｒ.ｘ.ｘｘ

Copy ｒight （C ）NEC Co ｒｐｏｒａtｉｏｎ ｘｘｘｘ

ＡＴＡカードを初期状態に設定します
(初期状態に設定すると、ＡＴＡカード内のデータはすべて失われます)

スロット Ｏは　ドライブD: です
スロット １は　ドライブE: です

ＡＴＡカードのドライブ名を入力し、
リターンキーを押してください

２． ＡＴＡカードのドライブを指定します。

3. 確認で「Ｙ」を入力するとＡＴＡカードを初期状態にします。

4.PFDISK コマンドが終了した後、コマンドプロンプトからＨＤＣＡＲＤＦコマンドを起動します。

ＨＤＣＡＲＤＦ口

HDCARDF Ve ｒ.ｘ.ｘｘ
Copyｒight （C ）NEC Co ｒｐｏｒａtｉｏｎ ｘｘｘｘ

ＡＴ Ａカ ー ドの フ ォー マ ット を行 い ま す

スロット Ｏは　ドライブD: です
スロット １は　ドライブE: です

ＡＴＡカードのドライブ名を入力し、
リターンキーを押してください

５． ＡＴＡカードのドライブを指定します。

6. どれかキーを押すとフォーマットを開始します。7.

ボリュームラペルを入力します。

・ＡＴＡカードのフォーマットはＭＳ-ＤＯＳコマンドプロンプト上で行います。

・ＡＴＡカードからの起動はできません。

・ＡＴＡカード内をパーティションで分けて使用することはできません。

・ＡＴＡカードアクセス中はカードを抜かないでください。

・MS-DOS3.3D を使用している場合は、使用できる最大容量は32MB までとなります。
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3｡4　1/○カ ードを使 う

3｡４.1　1/○カー ドの設 定

I/Ｏカードを使う場合、ＰＣカードやアプリケーションによってはI/Ｏアドレスの変換や割り込み

番号などの設定が必要な場合があります。

また拡張バス製品を使用する場合、拡張バス製品情報をあらかじめ設定することによりＰＣカー

ドの情報との衝突を防ぐことができます。

ＰＣカード挿抜時に通知音が鳴ります。通知音によってはＰＣカードの設定が必要です。

�通知音 � 意　　 味

カー ﾄﾞ挿 入時 � ピッ �カードが自動設定されました。カ ードの設定を行う

必要はあ りません。 （他社機用カードの場合はカー

ドの設定 を行ってください）

�ピー �カー ﾄﾞが 自動設定されませんでした。カードの設定

を行ってください。

カード排出時 � ピッ �PCカードが排出されました。

PＣカードや拡張バス製品が使用するI/Ｏアドレスの範囲や割り込みレベルおよび、アドレス変換

の指定についてはＰＣカードや拡張バス製品またはアプリケーションソフトウェアの説明書に

従ってください。

3｡４.2　設定方法について

I/Ｏカードを設定する方法には以下の3 つ があります。

1. カ ード添付のドライバで、自動設定 する。

購入したＰＣカードに添付されるドライバを組 み込むこ とにより、ドライバ自身がＰＣカード

を自動設定する。（購入したＰＣカードに添付されているマニュアルを参照してください ）2.

カ ード添付のライブラリで、自動設定する。

購入したＰＣカードに添付される設定用のライブラリのデータをＣＡＲＤＩＤ.ＣＬＢにコピ ーする

ことにより、自動設定 させる方法。

（「5.5　 カ ードライブラリのレコ ードをコピーする」 を参照して ください）

3. カ ード種別ごとに、自動設定する。

モデムカード、 ネットワークカードなどそのカード種別ごとに、標準の設定 をあ らかじめ

作成してお き、自動設定させる方法。

（「4.4　 カ ード種別ごとの標準設定を作成する」 を参照してください）

拡張バス製品（SCSIボードなど）を使用している場合、I/Ｏカードが使用するシステム資源（メ

モリや割り込み番号等）と重複しI/Ｏカードが使えない可能性があります。そこで、あらかじめ

拡張バス製品が使用するシステム資源を登録しておき、I/Ｏカードが使うシステム資源と重なら

ないようにする必要があります。（「4.５　ＰＣカードが使用できる資源を設定する」を参照して

ください）

16　 第3章　ＰＣカードの使い方



第４章　使用環境の表示／設定

この章では、ＰＣカード表示設定ユーティリティについて説明します。

4｡1　使用しているＰＣカードの情報を表示する

４。１．１　 ＭＳ-ＤＯＳ に よ る 実 行

Ｌ　コマ ンドプロ ンプトから ＣＡＲＤＩＮＦ０.ＥＸＥ を実行します。

ＣＡＲＤＩＮＦＯ口

各スロット に存在する ＰＣ カードの以下の情報を表示し ます。

・ カ ード種別

・ メーカ名

・ 製品名

・ＣＡＲＤＩＮＦ０.ＥＸＥは Ｗｉｎｄｏｗsの ＤＯＳプロ ンプトでは実行できません。

・ＰＣ カードの上記情報が ＪＥＩＤＡ/ＰＣＭＣＩＡの規格通 りでない場合、一部表示が不正になることが

あり ます。

－－－一一－－－－－－－－一一一－－－－－一一一－－－－－－－･
ＣＡＲＤＩＮＦＯ に は い く つ か の ス イ ッ チ が 指 定 で き ま す 。

詳 し く は 、 付 録 Ｄ を 参 照 し て く だ さ い 。
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4｡1.2　Windo ｗｓに よる実行

［ＰＣ カードユ ーティリティ］グループより［ＣａｒdVieｗ］ を起動します。

居

各スロットに存在する ＰＣ カードの以下の情報を表示します。

・ カード種別

・ メーカ名

・ 製品名

ＣａrdVieｗ は Ｗｉｎｄｏｗsの エンハンストモードにのみ対応してい ます。

Ｗｉｎｄｏｗs の 起動方法 については Ｗｉｎｄｏｗs のマニュアルを参照してください。

2｡ 「表示‥ 。」ボタンを選択することにより、さらに詳細なＰＣカードの情報が表示されま

す。

メーカ: NEC

カ ードアド レス:　808 一日6F

システムアドレ ス:888 一日8F

デ ータ幅：　　　　 １６ －ビット

メモリ ウィンド ウ 剽

ｳ０ﾄﾞ`り:　DC00:0000 ←DC00:IFFF

ｻｲｽﾞ` :ﾀｲｱ:ｽ

ﾋﾟｰﾄﾞ':

１６－ビ ット

共通

200 nｓec

18　 第4章　使用環境の表示／設定
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以下にそれぞれの項目について説明します。

なお、実際に表示される情報は、カードの種別ごとに異なります。カードの種別によっては、

必要のない項目は空白表示となります。

メーカ

メーカ名を表示します。

|/○
・ カードアドレス

ＰＣカードが使用するI/○アドレスを表示します。

・ システムアドレス

本体で使用するI/Ｏアドレスを表示します。

・ データ幅

ＰＣカードとデータをやりとりする場合の単位を表示します。

IＲＱ

・ ライン

ＰＣ カードに割り当てられている、割り込み番号 （ＩＲＱ）を表示します。

ＩＮＴ番号との対応は、付録 Ｅ を参照してください。

・ 排他

「はい」または「いいえ」を表示します。

「はい」･ ‥ 割り込みをそのＰＣカードで独占的に使用します。

「いいえ」…　割り込みを他のＰＣカードと共有で使用します。

メモリウィンドウ

・ ウィンドウ

ＰＣカードが使用するメモリのアドレスが表示されます。

最大２つまで使用でき、１つめは「メモリウィンドウ＃1」に、２つめは「メモリウインド

ウ＃2」に表示されます。

・ サイズ

ＰＣカード、メモリ間のデータバスサイズを表示します。

・ タイプ
「共通」または「属性」を表示します。

「共通」　…　ＰＣカードが使用するメモリを示します。

「属性」　･‥　ＰＣカード情報等が格納されているメモリを示します。

・ スピード

カードが情報を転送するスピードを表示します。

4.1　使用しているＰＣカードの情報を表示する　19



XＸポ ートに書き込み

一 一一 一 一一 一 一一 一 一一Ｃ
ａrdVie ｗ の 操 作

アイコン化
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使用するＰＣカードによっては、本体で使用しているI/Ｏ アドレスとＰＣカードのI/Ｏ アドレス

が異なる場合があります。このような場合、本ソフトウェアでは、本体で発行されたI/ＯをＰＣ

カードのI/○に変換して発行する機能を持っています。

この機能のことをI/Ｏ変換機能といいます。

本体　　　　　　　　　　ＰＣカード　
一 一 一一　　　　　　　 一 一一　　 －∧ ＼ ］　

システムアドレス　　　　　 カｰ ドアドレス

CａrdVieｗをアイコン状態にすることができます。

アイコン状態では、最初の２スロット分の情報が確認できます。

アイコン化するには、ＣａrdVieｗ画面のアイコン化ボタンをクリックするか、コントロ

ルメニューボックスから、アイコン化を選択します。

CａrdVieｗの終了

以下のいずれかの方法で、ＣａrdVieｗを終了することができます。

・ コントロールメニューボックスをダブルクリックする。

・ コントロールメニューボックスの「閉じる」を選択する。

・ 翔微 か･［j回 キーを押す。



4｡２　ＣａrdVieｗ による設定

CａｒdVieｗにより、カード種別ごとの標準設定方法やカード状態の通知方法を変更することがで

きます。変更できる項目は以下の通りです。

・ＮＥＣモデムカードの通信音の設定

・ＮＥＣモデムカードのＣＯＭ ポートの選択

・ ネットワークカードの設定

・その他のカードの設定

・ カード種別ごとの通知の有無

・ カード挿抜などのイベント通知の有無

・ 変更した設定は、次回のＰＣ カード挿入時より有効となります。

・ＣａｒdVieｗ で変更した設定は、標準設定ファイル （ＣＡＲＤＩＤ.INI） に保存されます。

4｡2.１　ＮＥＣ モデムカード全体の設定（通信音の設定）

２

メニユーバーより｢ 設定(Ｃ)｣ を選択します。｢

モデム(Ｍ)｣ を選択します。

3｡ 「 全体の設定（Ｇ）」 を選択し ます。

昭姉分⑥　　　　　　ｍ煕拍

「音を鳴らす」チェックボックスにチェックをつけると、通信音が鳴るように設定されます。

4.２　 ＣａｒｄＶｉｅｗ に よ る 設 定　21



4｡2.２　ＮＥＣ モデ ムカ ードの設定 （個々の カ ードの設定）

1｡ メ ニ ユーバーから「設定（Ｃ）」を選択します。2.

「 モデ ム（Ｍ）」 を選択し ます。

3. 「 挿入1 」 または「挿入2 」 を選択します。

メモリ

メモリ

一 一 一

ポ　ト番号(P):　|■皿 ●|国

ベースアドレス:BOIRQ

ライン:　　3

|撚呻 言||

難 瀕LII

蒔丙 班|

ポート番号を設定します。ポート番号はプルダウンメニューよりＣＯＭ２またはＣＯＭ３を選択し
ます。

４。２．３　 ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ド の 設 定

1.　メニユーバーより「設定（Ｃ）」を選択します。

2. 「 ネットワーク（Ｎ）」 を選択し ます。

3. 【挿入 】」 または 「挿入2 」 を選択します。

ウィンドウ１

ウィンドウ１

メモリ

メモリ

ウ

ウ

インドウ2 、ベースI/Ｏアドレス、ＩＲＱラインを設定します。

インドウ2 、ＩＲＱラインはプルダウンメニューより選択します。

「挿入1 」「挿入2 」は、場合によって「スロットO 」「スロット1 」と表示されます。これは、

「カード種別ごとの標準設定」で指定した「ＣＯＭ ポートの割り当て順」、または「ＬＡＮ ポー

トの割り当て順」「その他のポートの割り当て順」の設定によります。

割り当て順を「挿入した順番」に設定した場合　 → 「挿入1 」「挿入2 」

割り当て順を「スロットの順番」に設定した場合 → 「スロットO 」「スロット1 」
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4｡2.４　その他のカードの設定

1｡　メニューバーより 「設定（Ｃ）」を選択します。2.

「その他のカード（Ｏ）」を選択し ます。

3. 「挿入l 」 または 「挿入2 」 を選択し ます。

ﾒモリウィンドウ１　[鱗] 圃　| 胆 暉 朧|

メモリウィンドウ２　匝] 国　| 評 鮮IE]

ベ スyＯアドレス　lU　　l　lWE両 面 回|

IRQ ライン [口 国

メモリ

メモリ

ウ

ウ

インドウ1 、メモリウィンドウ2 、ベースI/Ｏアドレス、ＩＲＱラインを設定します。

インドウ1 、メモリウィンドウ2 、ＩＲＱラインはプルダウンメニューより選択します。

4｡2.5　 カ ー ド 種 別 ご と の 通 知 の 有 無

Ｌ　 メニユーバーより「通知（Ｎ）」を選択し ます。Ｌ　メニユーバーより　|迪知(Ｎ)-

２．｢ カ ード(Ｃ)｣ を 選択 します。

4.２　ＣａｒｄＶｉｅｗに よ る 設 定　23

カ ー ド の 種 類

図 民･デ ム 胴jl

丿　　 ………SS･･,j
図 イ ーサ ネ ッ ト(E3

一

図ATA デ ィ ス ク ㈲
一

図 フう ツ シ ュ メモ リ(F)　
一

図SRAM(S)
－

それぞれのチェ ックボックスにチェ ックをつけると、チェッ クをつけたカード種別に対するイ

ベントが起こっ たときに、通知画面が表示されます。通知されるイベントは、 「通知（Ｎ）」→

「イベント（Ｅ）」の設定によります。 また、ＣａrdVieｗ の オプション指定で「カード挿抜時の

ビーフ音」を「有効」に設定してある場合、通知音も発生させるこ とができます。



4｡2.6　カード挿抜などのイベント通知の有無

１

２

メニューバーより｢ 通知(Ｎ)｣ を選択します。

｢イベント(Ｅ)｣ を選択します。

イベン ト

図f挿 入(0

ゝIII.･.･II.I･･I.III,7111S
図 抜 き 取 り(R)

一
図 設 定 の 競 合(Ｃ)

一

口 認識 で き な い カ ー ド(U)　　
－

そ れぞれのチェックボックスにチェックをつけると、チェックされたイベントが起こったとき

に、通知がされます。

・ 挿入

ＰＣ カードをスロットに挿 入したとき

・ 抜 き取り

ＰＣ カードをスロットから抜き取ったと き

・ 設定の競合

資源（メモリ、割り込み番号（ＩＲＱ）、I/Ｏ ポート）などに競 合があり設定できなかったとき

・ 認識で きないカード

挿入したＰＣ カードが認識できなかったとき

例えば、「挿入」 にチェッ クをつけ、かつ 「通知（Ｎ）」→「カード（Ｃ）」でチェ ックしたカード

が挿入されると、以下の通知画面が表示されます。
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4｡３　ＣａrdVieｗのオプションとヘルプ

4｡3.１　ＣａrdVie ｗ の オ プ ショ ン

以下のオプションが指定できます。

・ アイコン状態で実行する

・ カードの挿抜時のビーフ音

オプションの指定

1. メニューバーより「オプショ ン（Ｏ）」を選択します。

2.　　「ア イコン状態で実行する（Ｒ）」 または「カードの挿抜時のビ ーフ音」をチェックし ます。

項目名のとなりにチェックがついていれば、設定が有効です。

「アイコン状態で実行する」が有効な場合

ＣａrdVieｗをアイコン状態で起動します。

「カード挿抜時のビーフ音」が有効な場合

カード挿抜時にビーフ音で通知します。

４。３．２　 ＣａｒｄＶｉｅＷ の ヘ ル プ

ＣａrdVieｗ に はオンラインヘルプが用意されてい ます。

ヘ ルプの使い方については、Ｗｉｎｄｏｗs のマニュアルを参照してください。

4.３　ＣａｒｄＶｉｅｗの オプションとヘルブ　25



4｡４　カード種別ごとの標準設定を作成する

モデム、ネットワークお よび ＡＴＡ カードなどのカード種別ごとに標準設定をあらかじめ用意し

てお き、カ ード挿入時 カード自動設定ドライバ （ＣＡＲＤＩＤ.ＥＸＥ）に自動的に設定させる方法で

す。設定した内容は ＣＡＲＤＩＤ.INI とい うファイルに書き込まれます。

ＣＡＲＤＩＤ.INI を編 集するためには、カード環境設定ユーテ ィリティ （ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ）を使用しま

す。

一 一－ 一 一－ － －－ 一 一－ － 一 一－ －－ 一 一－ －－ 一一 －－ －－ － － －－ － －－ －－ 一一 －－ － 一 一一 一－
カ ー ド 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ の 基 本 操 作 に つ い て は 付 録 Ｂ を 参 照 し て く だ さ い

○

１

カード環境設定ユーティリティを起動します。初期画面を確認後ロ キーを押すと以下の画

面が表示されます。

ＣＯＮＦＩＧ口
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2｡ 「ファイル」プルダウンメニューから「標準設定の編集」を選択します。

標準設定の編集

〈IEC modem: Ｎ Ｅ Ｃモデムカードの設定〉

〈麗ｏｄｅｌ　　: モデムカードの設定〉

〈Net皿ｏｒk　: ネットワークカードの設定〉

〈ＩＴＡ　　　： ＡＴＡカードの設定〉

〈ltheｒ　　: その他のカードの設定〉

〈Caｒd　　: カード挿入時のパラメータ設定〉

く

OK　 〉- 〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　 〈 ヘルプ 〉

3｡ １ＧＲＰ絹＋アルファベットキーを入力することにより、それぞれの設定が行えます。

それぞれの項目の設定は、次節を参照してください。

4. すべての設定が終了したら、［ファイル］プルダウンメニユーから「標準設定の保存」を

選択します。編集した内容がＣＡＲＤＩＤ.INIに書き込まれます。

保存を実行せずにカード環境設定ユーティリティを終了した場合、編集した内容はすべて消去

されます。

5｡ 「ファイル」プルダウンメニューから「終了」を選択し、カード環境設定ユーティリティ

を終了します。

6. 変更した内容を有効にするため、リセットスイッチを押し本体を再起動してください。

4.4　カード種別ごとの標準設定を作成する　２７



4｡４.１　 ＮＥＣ モ デ ム カ ー ド の 設 定

NＥＣ モデムカード （ＰＣ-9801N-J01 ） の 標準設定 を作成します。

ＮＥＣモデムカードの設定

口coM ﾎﾟｰﾄの順 番１番目 ： ﾎﾟｰﾄ ２糾T 悶n

coM ﾎﾟｰﾄの割り当て順

（* ）挿入した順番
ｏ 　スロットの順番

coMﾎ' 弓 の定 義

ｒ-F 2:　00B0 ，IRQ 031' -F 3:　00B0
，IRQ 12

OK　 〉　　　〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　　　　くﾍルﾌﾟ

・ＣＯＭ ポートの順番

以下に説明するＣＯＭ ポートの割り当て順に従い、そのモデムを ＣＯＭ ポートのいくつにする

か入力します。２または３が設定できます。

（ＣＯＭＩは本体に標準で内蔵されているため、指定できません）

例えば、ＣＯＭ ポートの順番で「1 番目に3 」、ＣＯＭ ポートの割り当て順に「挿入した順番」

をチェックした場合、以下のような設定になります。

最初に挿入したモデムカード

２番目に挿入したモデムカード

ＣＯ Ｍ ３

ＣＯＭ ２

・ＣＯＭ ポートの定義

それぞれのＣＯＭ ポートに対する、I/Ｏポートアドレスおよび割り込み番号が表示されていま

す。

ＣＯＭ２、ＣＯＭ３が使用する割り込み番号を指定します。

・ＣＯＭ ポートの割り当て順

ＣＯＭ２、ＣＯＭ３をどのような順番で割り当てるか指定します。

「挿入した順番」または「スロットの順番」のどちらかを選択します。

・ その他の設定

通信音を発生させたい場合、選択を有効にします（Ｘ印をつける）。

AＴyＶ.25biSの 切 り替え、およびメモリスイッチの設定は、ＭＤＭＭＥＮＵ．ＥＸＥで行ってください。

ＭＤＭＭＥＮＵ コマ ンドでモデムカードの設定を行うときは、モデムカ ードを１枚だけ挿入して

実行してください。
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4｡4.2　 モ デ ム カ ー ドの 設 定

ＦＡＸモデムカード(ＰＣ-9801N-J05を除く)やモデムカードの標準設定を作成します。

モデムカードの設定

ﾚCOM ﾎﾟｰﾄの順番1 番目 ： ﾎﾟｰﾄ ４　圭T 目 白　3

書
目 ： ﾎﾟｰﾄ ６

COMﾎﾟｰﾄの割 り当て順
（*）挿入した順番
Ｏ　スロットの順番

OK　 〉　　　　〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　　　　 く ヘﾙﾌﾟ

３

″
り`
0
0
0
1

基本的に、前節モデムカードの設定とほぽ同じですので、そちらを参照してください。

以下に、モデムカードの設定と異なる部分について説明します。

・ＣＯＭ ポートの順番

ＣＯＭ ポートとしていくつを割り当てるか入力します。４～６の値が指定できます。

・ＣＯＭ ポートの定義

割り込み番号 （ＩＲＱ）に加えて、I/Ｏ ポートを指定で きます。

4｡4.3　 ネ ッ ト ワ ー ク カ ー ドの 設 定

ネットワーク（ＬＡＮ）カードの標準設定を作成します。

ネットワークカードの設定

LAN1 － I/0　03D0,IRQ 05　，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄﾞｳ1 DC00　，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄﾞｳ2 DEOLAN2
－l/0 04D0,IRQ 10 ，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄﾞｳI DC00 ，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄﾞｳ2 DEO

LANﾎﾟｰﾄの割り当て順
（* ）挿入した順番
Ｏ 　スロットの順番

OK　〉　　　　〈ｷｬﾝｾﾙ〉　　　 ＜ﾍﾙﾌﾟ 〉

・I/Ｏ
ネットワークカードが使用するI/Ｏポートを指定します。

●ＩＲＱ
ネットワークカードが使用する割り込み番号（ＩＲＱ）を指定します。

０

０

・ メモリウィンドウ
ネットワークカードが使用するメモリアドレスを指定します。上位 ２桁のみ入力します。

また、メモリウィンドウは「メモリウィンドウ1 」および「メモリウィンドウ2 」の２つまで

指定することができます。

・ＬＡＮ ポートの割り当て順

ＬＡＮＩ、ＬＡＮ２をどのような順番で割り当てるか指定します。

「挿入した順番」または「スロットの順番」のどちらかを選択します。
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4｡４.４　ＡＴＡ カー ドの設定

ＡＴＡ カ ー ド の 標 準 設 定 を 作 成 し ま す 。

く

Ａ Ｔ Ａ カ ー ド の 設定

］Pｒｉｍａｒy ATA ｱ ﾄﾞﾚｽ

］Ｓｅｃｏｎｄａｒy ATA ｱ ﾄﾞﾚｽ
］連 続ATAｱ ﾄﾞﾚｽ

OK　 〉- 〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　　〈ﾍﾙ ﾌﾟ 〉

・Ｐrｉｍａry ＡＴＡ アドレス

１番目のアドレスで設定を試みます。

・Ｓｅｃｏｎｄａry ＡＴＡ アドレス

２番目のアドレスで設定を試みます。

・ 連続 ＡＴＡ アドレス

連続したアドレスで設定を試みます。

AＴＡドライバ（ＨＤＣＡＲＤ.SYS）を組み込んだ場合は、本設定に関係なく自動的に設定されます。
他のＡＴＡドライバを使用する場合は、ドライバ添付のマニュアルを参照してください。

4｡4.5　 その他の カ ードの設 定

NＥＣ モデム、モデム、 ネットワーク、ＡＴＡ以外の種別のカードに対 して標準設定 を作成します。

その他のカードの設定

OTHERI － I/0　05D0,1RQ 05　，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄ゙ ｳI DC000THER2 
－ 1/0　06D0,IRQ 10　，ﾒﾓﾘｳｨﾝﾄﾞｳ1 DC00

その他の割り当て順（* ）
挿入した順番

Ｏ 　スロットの順番

30　 第4章　使用環境の表示／設定

OK　 〉

２
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メ

メ

〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　　　 く ヘﾙﾌ

DE00
DE00

I/Ｏポートアドレス、割り込み番号（ＩＲＱ）、メモリウィンドウ1/2 の指定をします。

指定の方法は、ネットワークカードの設定と同じなので、そちらを参照してください。



4｡４.６　 カ ー ド挿 入 時 の パ ラ メ ー タ設 定

すべてのカード種別に対して、共通のパラメータ設定を作成します。

カ ード 挿 入 時 の パ ラ メ ー タ 設定

［ ］設 定 失 敗 のま ま 継 続 し ま す
DDOS 上 で イベ ント か 起 き た 際 に ビ ーフ 音 を 鳴 ら す

DWindo ｗｓ上 で イベ ン トか 起 き た 際 に ビ ーフ 音を 鳴 らす

OK　 〉- 〈ｷｬﾝｾﾙ 〉　　 く ヘﾙﾌﾟ

・ 設定失敗のまま継続します

有効　･‥　ライブラリ中の最初に見つかった設定可能レコードで設定に失敗した場合でも、

次に設定可能なレコードを探し、設定を続けます。

無効　…　ライブラリ中の最初に見つかった設定可能レコードで設定に失敗した場合、設

定を終了します。

・ＤＯＳ上でイベントが起きたときにビーフ音を鳴らす

有効　…　イベント（カードの挿抜や資源の競合）が起こったとき、ビーフ音を鳴らしま

す。

無効　…　 イベントが起こったときビーフ音を鳴らしません。

・Ｗｉｎｄｏｗs上でイベントが起きたときにビーフ音を鳴らす

有効　…　 イベントが起こったとき、ビーフ音を鳴らします。

無効　…　 イベントが起こったときビーフ音を鳴らしません。
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4｡５　ＰＣ カ ードが使用できる資源 を設定する

使用する拡張バス製品によっては、割 り込み番号 （ＩＲＱ）やメモリ、I/Ｏ ポートなど本体の資源

を使用します。拡張バス製品が使用する資源は、ＰＣ カードの資源として割り当てられない ため、

あらかじめ、ＰＣ カードが使用できる資源から除外してお く必要があります。他に も、ＰＣ カー

ドが使用する資源を予約したり、利 用可能な資源の範囲を変更したりすることがで きます。

このような ＰＣ カードが使用で きる資源の情報は ＣＳＡＬＬＯＣ.INI とい うファイルに格納されてい

ます。 ＣＳＡＬＬＯＣ.INI を 編 集するには、カード環境設定ユ ーティリティ （ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ）を使 用

します。

プラグ＆プレイサポートソフトウェアが設定されている場合、本体で使用できる資源 （メモリ、I/

Ｏ ポート、割り込み番号）は、プラグ＆プレイコンフィグレーションマネージヤによって管

理されるため、ＰＣカードが使用できる資源をカード環境設定ユーティリティを使用して設定す

る必要はありません。

一－ － 一 一一 一－ － －－ 一一 一－－ 一一 一－ － －－ －－ 一一 一 一－ －－ 一 一 一－－ － －－ － － 一一 一 一－ － ●
カ ー ド 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ の 基 本 操 作 に つ い て は 付 録 Ｂ を 参 照 し て く だ さ い 。

カード環境設定ユーティリティを起動します。初期画面を確認後ロ キーを押すと以下の画

面が表示されます。

ＣＯＮＦＩＧ口
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2｡　　「ユーティリティ」プルダウンメニューから「資源の設定」を選択します。

以下のような資源設定のメニューが表示されます。

資源 の 設 定

〈開〈O 〉　〈保 存S 〉　〈ｷｬﾝｾﾙ 〉

3｡ 回璽劉 十〇を入力することにより、ＣＳＡＬＬＯＣ.INIを読み込み、編集を開始することができ

ます。

注意　 ＣＳＡＬＬＯＣ.INI は ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥが存在するドライブ、 ディレクトリから読み込 まれます。居

CＳＡＬＬＯＣ.INI を オ ープンすると以下の画面が表示されます。

標準の資源
メモリ

資源の設定

Ｉ／ ＯポートOBO-OBF

＾
ODO-ODF

［

2DO-2DF

＜ﾘﾀｰﾝ=OK＞　〈ESGｷｬﾝｾﾙ 〉　 ＜FIJﾙ ﾌﾟ＞

IRQ
口

4GRPH・E=編集＞

＜　OK　 ＞

＜ｷｬﾝｾﾙ ＞

〈ﾍﾙ ﾌﾟ ＞

〈 編集E ＞

＜ｽｷｬﾝS ＞

くGRPH ＋S=ｽｷｬﾝ 。

｢標準の資源｣

ＰＣカードが標準的に使用できる資源の情報が表示されます。参照のみ可能です。｢

変更した資源｣

追加、または削除した資源の情報が表示されます。この領域で編集を行います。

・ メモリ

ＰＣカードが利用できるメモリのアドレス範囲が表示されます。

アドレスは、4K バイト境界に限定されます。

例 え ば 、

ＤＣ００-ＤＦＦＦ　 で あ れ ば　 ＤＣ０００～ＤＦＦＦＦ ま で の16K バ イ ト と な り ま す 。
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●IyＯポート

ＰＣカードが利用できるIyＯポート範囲が表示されます。

IyＯポートは８バイト境界で設定が可能です。

例えば、先頭アドレスとしては、200h や208h など、最終アドレスとしては207h 、2()Fhなど

を指定します。

・ＩＲＱ

ＰＣカードが利用できる割り込み番号【】ＲＱ) 範囲が表示されます。

４. 編集が終了したら、資源設定のメニューで1:;ＲＰＨＩ十Ｓを入力します。これにより、編集し

た内容がＣＳＡＬＬＯＣ.INIに書き込まれます。

保存を実行せずにカード環境設定ユーティリティを終了した場合、編集した内容はすべて消去

されます。

5｡ 変更した内容を有効にするために、リセットスイッチを押し本体を再起動してください。

4｡6　 資源の設定方 法

4｡6.1　資源情報の追加

１

「変更した資源」中の、追加したい資源ウィンドウに反転カーソルを合わせます。

2･　ＩＧＲＰＨＩ十Ｅで オプション修正メニューを表示させます。

資源の設定

〈追加A 〉　〈変

∃y ﾃﾞｽｸでL

除D 〉　〈ｷｬﾝｾﾙ 〉〈追加A 〉 〈変更C 〉　 〈削除D 〉　〈ｷｬﾝｾﾙ 〉

３

※　変更、削除する情報がない場合は、〈変更Ｃ〉、〈削除Ｄ〉は表示されません。

旦咀旦十Ａで追加コマンドを選択します。

資 源 情 報 の 追 加

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ＸＸ Ｘ Ｘ

C000 － EFFF

最 小C000
最 大EFFF
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〈　OK　 〉

〈ｷｬﾝｾﾙ 〉

〈ﾍﾙ ﾌﾟ 〉



4｡ メモリアドレス、I/Ｏ ポートまたは割り込み番号(ＩＲＱ)の範囲を入力します。5.

資源の属性を以下の中から選択します。

追加

除外

予約

共有

PＣカードが使用できる資源として情報を追加します。

ＰＣカードが使用できない資源として情報を追加します。

ＰＣカードが予約した資源として情報を追加します。

ＰＣカードが共有して使用する資源として情報を追加します。

予約：

例えば、あるＰＣ カードが特定の資源のみしか使用できない場合、別の ＰＣ カードが先に挿

入され、カードサービスがその資源を割り当ててしまうと、そのカードは使用できなく

なってしまう可能性があります。そこで、特定の資源を予約指定しておくことによって、

特にその資源を必要とするＰＣ カード以外には、資源を割り当てないように設定することが

できます。

共有：

共有で指定された資源は、複数のＰＣカードで共有して使用することができます。これによ

り、システム全体の資源を節約することができます。

ただし、この共有資源を使うためには、ＰＣカードを制御するドライバが共有資源を扱える

機能を持っている必要があります。従って、ＰＣカード添付のマニュアルで特に明記してい
な い 場 合 は 、 共 有 の 指 定 は し な い で く だ さ い 。

－ －－ － － 一 一－ －－ － 一 一一 －－ 一一－ － －－ － －－ － －－ － －－ － 一 一

4｡6.3　資源情報の変更

一 一 一 一 一
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4｡６.２　 資 源 情 報 の 削 除

選択した資源の範囲すべて、あるいはその一部を削除したい場合に実行します。

1. 「変更した資源」中の、削除したい項目に反転カーソルを合わせます。

2.1GRP111 十Ｅでオプション修正メニューを表示させます。

3. ｐＲＩ刻 十Ｄで削除コマンドを選択します。

4. 選択した範囲全体を削除する場合、そのままロ キーを押してください。

もし、一部を削除したい場合は。メモリアドレス、IyＯポートまたは割り込み番号（ＩＲＱ）の

範囲を入力します。例えば、IyＯポート300 －３ＦＦの項目を選択し、320－33F までの情報を

削除したい場合、範囲に320 －33F と入力してからロ キーを押します。

5.　確認画面が表示され、間違いがなければロ キーを押します。

選択した資源の範囲すべて。または一部の属性を変更したい場合に実行します。1.

「変更した資源」中の、変更したい項目に反転カーソルを合わせます。



2｡　匝印亘]十Ｅでオプション修正メニューを表示させます。3.

１ＧＲＰＨＩ十Ｃで変更コマンドを選択します。

4｡　選択した範囲全体を変更する場合、属性を変更した後そのまま⊇］キーを押してください。

もし、一部を変更したい場合は、メモリアドレス、I/ＯポートまたはＩＲＱの範囲を入力し

ます。例えば、I/Ｏポート300 －３ＦＦ、属性：　「追加」の項目を選択し、320－33F までの

属性を「予約」に変更したい場合、範囲に320 －33F と入力し「予約」を選択してから口］

キーを押します。

５

確認画面が表示され、間違いがなければロ キーを押します。

4｡6.４　資源情報の検索方法

PＣカードが使用できる資源を検索し、「標準の資源」ウィンドウに表示します。検索する対象

は、メモリおよび割り込み番号（ＩＲＱ）です。なお、I/Ｏポートは初期設定状態に戻ります。

I. 資源の設定画面で、ＩＧＲＰＨＩ＋Sキーを入力します。

2. 検索結果が「標準の資源」ウィンドウに表示されます。

※ 資 源 情 報 の 編 集 を 行 っ た 場 合 は 、 保 存 を 実 行 し て か ら 検 索 を 行 っ て く だ さ い 。

－一一－一一一－－－一一一一－－－一一一－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－
ＳＣＳＩ ボ ー ド （ＰＣ-9801-92 等 ） ま た は 、 ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン （ＰＣ-9821N-U04/05

） を 増 設 す る 場 合 の 指 定 方 法

SCSI ボー ドは以下の設定 になっているとし ます。

メモリI/

Ｏ

IＮＴ

資源の追加

D Ｃ０００-ＤＤＦＦＦ

ＣＣＸ　 （Ｘ は Ｏ､２､４）

０

・SCSl ボードが使うメモリをＰＣカードの資源から除外します。

メモリ　　：　ＤＣ００-ＤＤＦＦまでを、属性「除外」で追加します。

・ＰＣカードのメモリが全体で16K バイトとなるように新たに資源を追加します。

メモリ　　:　 Ｄ６００-Ｄ７ＦＦまでを、属性「追加」で追加します。

・SCSI ボードが使用するＩＲＱをＰＣカードの資源から除外します。

ＩＲＱ　　　　:　3 を、属性「除外」で追加します。

（付録ＥでＩＮＴＯに対応するIRQ3 を指定します）
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2.EMM386. ＥＸＥを使用し、かつ ＵＭＢ 機能を使用している場合下線の記述を追加し ます。

ＤＥＶＩＣＥ=Ａ:￥ＤＯＳ￥EMM386. ＥＸＥ/ＵＭＢ/Ｅ=ＤＣ００-ＤＦＦＦ /Ｅ=Ｄ６００-Ｄ７ＦＦ …

二

万
万
一
一
一
二

SCSI 使 用 前
－

ＵＭＢと し て 利 用

SCSI 使 用 後

ＵＭＢと し て利 用

へ

／

PＣ カ ー ド(８ＫＢ)

一 之＝ ＝ －ミ ＝ 一

内 蔵 ＨＤ

使 用(16KB)

一 一 一－ 一 一一 一SCSI(

８ＫＢ)

PＣ カー ド(８ＫＢ)

PＣ カ ー ド の メ モ リ 資 源 は 、 最 低16K バ イ ト と な る よ う に 指 定 し ま す 。

(８ＫＢ は カ ー ド サ ー ビ ス が 使 用 し ま す)
－一一－－一一－－一一－－一一一－一一－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一一･

注音Ｘ ＰＣカードで使用できる最大メモリ資源居　

。
ミ ）「石 見 這 て コ

二

Ｅ
二

一
一
一

使 用 不 可

使 用 可（16KB ）
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第５章 こんなときは

5｡1　アプリケーションソフトを使用する

・ メモリカード、ＡＴＡカードおよびSCSI カードに接続しているデバイスからの起動はできま

せん。固定ディスク/フロッピイディスク/ＲＡＭ ドライブなどで立ち上げた後、ＰＣカード上の

アプリケーションソフトの起動コマンドを実行してください。

・ コピープロテクトなどの処置の施されたアプリケーションソフトは、メモリカードまたは、

ＡＴＡカードヘコピーできません。

・ 各種設定の必要なアプリケーションソフトの場合は、メモリカードヘコピーする前に設定を

行ってください。

・ＰＣカードを使用するアプリケーションソフトウェアのインストール、専用ドライバの登録、

起動方法、環境設定などの手順については、アプリケーションソフトウェアおよび ＰＣカー

ドの説明書に従ってください。

次のようなときはＰＣカードの挿抜やレジュームを行わないでください

・ メモリカード、ＡＴＡカードおよびSCSI カードに接続しているデバイスに対する読み書

きやフォーマット中

・ＰＣカードを使用するアプリケーションの実行中

・ 通信中（本体標準の通信ポート含む）

・ サウンドの録音／再生中

5｡2　 ネットワ ークを使用 するに は

・ ネットワークを経由してプリンタに印刷するような場合、ネットワークの種類によってはメ

モリに常駐するネットワークプログラムをネットワークの終了時にメモリから削除できなく

なることがあります。

このようなときは、エディタなどを使用して次のように ＲＥＭ コマンドを使って、

ＣＯＮＦＩＧ.SYS ファイルのCSS.SYS を組み込まない設定にしてください。

ＲＥＭ ＤＥＶＩＣＥＨＩＧＨ=Ａ:¥ＤＯＳ¥CSS.SYS

ただし、この指定を追加するとプリンタを使用するアプリケーションからＰＣカードが使用で

きなくなることがあります。
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5｡３　ＮｅtＷａrｅ/ＬＡＮ マ ネ ージ ャを使 用 する

ネットワーク上でＰＣカードを使用する場合は、それぞれのネットワークをインストールした

後ＰＣカードサポートソフトウェアでアップデートする必要があります。

5｡3.１　ＮｅtＷａrｅｖ3.11J のア ップデ ート

１

PＣカードサポートソフトウェアディスクをフロッピイドライブに挿入し、カレントドライ

ブをそのドライブに変更します。

2. ＮｅtＷａｒｅアップデ ート コマンド ＣＡＲＤＮＷ をＭＳ-ＤＯＳコマンドプロ ンプトから以下のよう

に実行し、ＮｅtＷａrｅシェルをアップデートします。

ＣＡＲＤＮＷ〈ＮｅｔＷａｒｅシェ ルファイル名＞口

例

例

NｅtＷａrｅの インストールデ ィレクトリが Ａ：¥ＮＥＴＷＡＲＥで、アップデートする

ＮｅtＷａrｅ シェルがＮＥＴＸ．ＣＯＭ、ＰＣ カードサポートソフトウェアのドライブが Ｂ:の

場合。

ＢンＣＡＲＤＮＷ　Ａ：￥ＮＥＴＷＡＲＥ￥ＮＥＴＸ．ＣＯＭ⊇］

NｅtＷａrｅのインスト ールデ イレ クトリが Ａ：¥ＮＥＴＷＡＲＥ で、 アップ デートする

ＮｅtＷａrｅシェルがＥＭＳＮＥＴＸ．ＥＸＥ、ＰＣ カードサポートソフトウェアのドライブがＢ:

の 場合。

ＢンＣＡＲＤＮＷ　Ａ：￥ＮＥＴＷＡＲＥ￥ＥＭＳＮＥＴχ．ＥχＥ⊇］

３ 正常終了のメッセージが表示されたら、アップデート終了です。

なお、設定を有効にするためにはリセットスイッチを押し本体を再起動してください。

5｡3.2　LAN マネージャｖ2.0a/2.1のアップデート

１

PＣカードサポートソフトウェアディスクをフロッピ イドライブに挿入し、カレントドライ

ブをそのドライブに変更します。

２．ＬＡＮ マ ネージ ャアップデートコマ ンド ＣＡＲＤＬＭ を ＭＳ-ＤＯＳコマンドプロンプトから以 下

のように実行し、ＬＡＮ マ ネージ ヤをアップデ ートします。

ＣＡＲＤＬＭ 〈ＬＡＮ マネージ ヤのインストール先パス名＞⊇］

例：　ＬＡＮ マ ネージヤの インストールディレ クトリが Ａ：¥ＬＡＮＭＡＮ．ＤＯＳ、ＰＣ カードサ

ポートソフトウェアのドライブが Ｂ:の 場合。

Ｂ．ＣＡＲＤＬＭ　Ａ：￥ＬＡＮＭＡＮ．ＤＯＳ口

3. 正常終了のメッセージが表示されたら、アップデート終了です。

なお、設定を有効にするためにはリセットスイッチを押し本体を再起動してください。

5.３　ＮｅtＷａｒｅ/ＬＡＮマ ネージ ャを使用する　39



5｡4　 拡張バ ス製品 を使用する

拡張バス製品を使用する場合、ＰＣカードが使用する資源（メモリ、割り込み番号など）と重複

しないように設定する必要があります。設定は以下の手順で行います。

1. 使用する拡張バス製品がどのような資源を使用しているか確認する。

メモリ、ＩＮＴ番号、I/Ｏポート

（ボードの設定およびマニュアルより確認する）

2. ＰＣカードが使用できる資源を設定する。

ＰＣカードが使用できる資源から、拡張バス製品が使用する資源を除外する。

（「4.５　ＰＣカードが使用できる資源を設定する」を参照してください）

注意　ＩＮＴとＩＲＱ　　 ‾居

どちらも割り込みに関する呼び方ですが 拡張バス製品はＩＮＴで ＰＣ カードサポートソフト
ウェアではＩＲＱで割り込み番号を管理しています。従って、使用できる資源を設定するときは、

ＩＲＱの番号を知る必要があります。 ＩＲＱとＩＮＴの対応は付録Ｅを参照してください。

5｡5　カードライブラリのレコードをコピーする

カードライブラリには、いろいろなＰＣカードを設定するための複数のレコードが含まれてい

ます。これらのレコードは必要に応じて、別のカードライブラリにコピーすることができます。

例えば、以下のような場合、カードライブラリのコピーが必要になります。

・ 新規のカードライブラリを作成し、既存のカードライブラリから自分の必要なレコードの

みをコピーして使用する。

・ＰＣカードに添付されたカードライブラリのレコードを自分のカードライブラリにコピーし

て使用する。

陰

カ ー ド ラ イ ブ ラ リ の レ コ ー ド を コ ピ ー す る に は 、 カ ー ド環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィ

（ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ） を 使 用 し ま す 。

－一一一一一－－－－一一－一一一－－－－－一一一－一一－－－一一－一一－－一一一－一一一－－一一－一一一一一一一･
カ ー ド環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ テ ィの 基 本 操 作 に つ い て は 付 録 Ｂ を 参 照 し て く だ さ い 。
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１

2｡

３

カード環境設定ユーティリティを起動します。初期画面を確認後ロ キーを押すと以下の画

面が表示されます。

ＣＯＮＦＩＧ口

「ファイル」プルダウンメニユーから「新規」または「開く」を選択します。

このカードライブラリがコピー先となります。

「新規」　 …

「開く」　 …

カードライブラリを新規に作成しコピーする場合

既存のカードライブラリにコピーする場合

「開く」を選択した場合、オープンするファイルを指定します。

ﾌ,ｲﾙ 名：

カ ード ラ イブ ラ リを 開 く

く

OK　 〉

ﾊﾟｽ名:A:¥

二 ＼ ］

＜ｷｬﾝｾﾙ 〉

ﾄﾞﾗｲ ﾌﾞ/ﾃｨﾚｸﾄﾘ

じ

([Ｔき旦]キ ーを押すと、項目間の移動ができます)
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ファイル名

読み込むファイル名を指定します。

ワイルドカードを指定すると、ファイル一覧に検索結果が表示されます。

パス名

パス名が表示されます。

ファイル一覧

ファイル一覧が表示されます。カーソルをあわせ、コ キーを押すことによってオープンす

るファイルを指定できます。

ドライブ／ディレクトリ

ドライブ、またはディレクトリ一覧が表示されます。

カーソルをあわせ、ロ キーを押すことによって、ドライブ、ディレクトリを変更すること

ができます。

ドライブ名は、［－ドライブ名－］の形式で表示されます。

４

。

5｡

6.

７

「ファイル」プルダウンメニューから「参照カードライブラリを開く」を選択し、カード

ライブラリをオープンします。このカードライブラリがコピー元になります。

編集ウィンドウがコピー先、参照ウィンドウがコピー元となります。

左右画面間のカーソルの移動は、ＩＴＡＢＩキーを用います。作業を行っているウィンドウの

カーソルは青色で表示されます。

ｍ 匯］キーを使って、コピーしたいレコードにカーソルをあわせます。

「編集」プルダウンメニューから「レコードのコピー」を選択します。

レコードがコピーされ。画面左側にも同じレコードが表示されます。

コピー作業が終了したら、「ファイル」プルダウンメニューから「保存」または「名前を

付けて保存」を選択します。

｢保存｣ 同じファイル名で上書き保存されます。もし、ファイル名が

まだ付けられていない場合は、「名前を付けて保存」の画面

になります。

「名前を付けて保存」　…　名前を付けて保存します。

保存を実行せずにカード環境設定ユーティリティを終了した場合、編集した内容はすべて消去

されます。

ファイル名には、ＡＮＫ文字を使用してください。

8｡ 「ファイル」プルダウンメニューより「終了」を選択し、カード環境設定ユーティリティ

を終了します。
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5｡6　カードライブラリのレコードを削除する

1｡ カードライブラリを開きます。

（オープンの方法は、「5.5　カードライブラリのレコードをコピーする」を参照してくだ

さい）

2. 編集ウィンドウ内で削除したいレコードにカーソルをあわせます。

3. 「編集」プルダウンメニューから「レコードの削除」を選択します。

選択したレコードが削除されます。

4. 削除作業が終了したら、「ファイル」プルダウンメニューから「保存」または「名前を付

けて保存」を選択します。

（保存方法は、「5.5　カードライブラリのレコードをコピーする」を参照してください）5.

「ファイル」プルダウンメニューより「終了」を選択し、カード環境設定ユーティリティ

を終了します。
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5｡７　ＰＣ カードが使用 するメモリウィンドウを拡張する

PＣカードの中には、カードにアクセスするためにメモリウィンドウを必要とするものがありま

す。 ＰＣカードサポートソフトウェアをインストールした直後は、全体で8K バイトをメモリ

ウィンドウとして使用することができるように設定してあります。

本体メモリ　　　　　　　メモリカード

メモリウィンドウ

メモリカードの一部をメモリウィンドウに割り当てアクセスする。

しかし、メモリウィンドウはＰＣカードの種類により必要とするサイズが大きく異なることが

あり、複数枚のＰＣカードを使用できる環境では、標準の8K バイトでは足らなくなることがあ

ります。

そのようなときは以下のような手順でメモリウィンドウを拡張してください。

1.EMM386. ＥＸＥを使用し、かっ ＵＭＢ機能を利用している場合は以下の指定を行います。

/Ｅ＝D400-ＤﾌＦＦ （16K バイト増やす）

2. ＰＣ カードが使用できる資源を設定し直します。

（「4.５　ＰＣカードが使用できる資源を設定する」を参照してください）

5,7.1　　資 源情報フ ァ イル(ＣＳＡＬＬＯＣ. INI)を初期状 態に戻 す

１

すべての ＰＣ カードを抜いて、資源確保ユーテ ィリティを起動します。

ＣＳＡＬＬＯＣに]

2. 確 認 の画面がで たらどれかキーを押 します。

資源情報ファイル(ＣＳＡＬＬＯＣ.INI)が 新 規に作成されます。

資源情報 ファイルは起動した ＣＳＡＬＬＯＣ.ＥＸＥと同じディレ クトリに新規に作成されます。

そのディレクトリ にＣＳＡＬＬＯＣ.INI があ った場合、古い ＣＳＡＬＬＯＣ.INI は消 去され ます。
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付録Ａ　ＰＣカードサポートソフトウェア

デバ イスドラ イバ

ソケットサービス（ＳＳＤＲＶ.ＳＹＳ）

ソケットサービスは、上位のソフトウェア（カードサービス）からの要求に対して、アダプ

タ（ＰＣカード制御用コントローラ）を直接制御します。例えば、ソケット（ＰＣカードス

ロット）の設定や電圧制御、ＰＣカードが使用するメモリの割り当てなどを行います。

カードサービス（ＣＳ.ＥＸＥ/ＣＳＰＮＰ.ＥＸＥ）

カードサービスは、システム資源の競合を管理し、アダプタとカードの資源を管理します。

PＣカードドライバ（ＣＳＳ.ＳＹＳ）

このドライバは、一部のアプリケーションでＰＣカードサポートソフトウェアが動作しなく

なる不具合を正常に動作させるためのドライバです。

カード自動設定ドライバ（ＣＡＲＤＩＤ.ＥＸＥ）

このドライバは、ＰＣカードの挿抜を検出し、カードの種別を挿入と同時に自動的に判断して、

カードとソケット/アダプタの設定を行います。

メモリカードドライバ（ＭＣＤＲＶ．ＳＹＳ）

メモリカードドライバは、フラッシュメモリカード、ＳＲＡＭ カード、ＲＯＭ カードなどメモ

リカードを使用するために必要なドライバです。このドライバを使用することにより、ス

ロットに挿入したメモリカードがドライブの一つとして認識されます。

AＴＡ カ ー ド ド ラ イ バ （ＨＤＣＡＲＤ.ＳＹＳ）

ＡＴＡ カ ー ド ド ラ イ バ は 、 ＪＥＩＤＡ/ＰＣＭＣＩＡ 仕 様 に 準 拠 し た ＡＴＡ カ ー ド を 使 用 す る た め に 必 要

な ド ラ イ バ で す 。 こ の ド ラ イ バ に よ り 、 ＡＴＡ カ ー ド を 通 常 の 固 定 デ ィ ス ク と ほ ぼ 同 様 に 扱 う

こ と が で き ま す 。

Ｗｊｎｄｏｗｓ 対 応 ド ラ イ バ （ＶＣＤ.386 、ＳＳＶＲＤＤ.386 、ＣＯＭＢＵＦＦ.386 、ＣＯＭＭ.ＤＲＶ
ヽ
ＳＳＷＩＮＣＳ.DLL ）

こ れ ら の ド ラ イ バ は 、 Ｗｉｎｄｏｗs 上 で 通 信 デ バ イ ス を使 用 す る た め に 必 要 で す 。 ま た 、

Ｗｉｎｄｏｗs プ ロ グ ラ ム か ら カ ー ド サ ー ビ ス に ア ク セ ス す る 機 能 を提 供 し ま す 。

居 ＰＣ-9821Ne、ＰＣ-9801NXyＣ、NS/Ａ、ＮＬ/Ｒ用‾
ｙう
イバは使用できません。
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ユ ー ティリ ティ

インストーラ（ＩＮＳＴＣＡＲＤ.ＥＸＥ、ＷＩＮＳＴＣＲＤ.ＥＸＥ）

本製品を簡単にインストールするために、２本のインストールプログラムが用意されてい ま

す。 ＩＮＳＴＣＡＲＤ.ＥＸＥは ＭＳ-ＤＯＳ上で動作するドライバおよびユーテ ィリティを、

ＷＩＮＳＴＣＲＤ.ＥＸＥ は Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作するドライバ、ユ ーティリティをインストールするこ

とがで きます。

カ ー ド 環 境 自 動 切 り 換 え ユ ー テ ィ リ テ ィ （ＣＡＲＤＣＦＧ.ＥＸＥ/ＷＣＡＲＤＣＦＧ.ＥＸＥ）

こ の ユ ー テ ィ リ テ ィ を 利 用 す る こ と に よ っ て 以 下 の こ と が で き ま す 。

・ プラグ＆プレイサポートソフトウェアの設定／解除の状態を自動認識して ＰＣカード

サポートソフトウェアのドライバを正しく設定します。

・ＰＣカードサポートソフトウェアの登録／削除を行います。

カード環境設定ユーティリティ（ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ）

このユーティリティを利用することによって、以下のことが実行できます。

・ カード種別ごとの標準設定を作成する

・ＰＣカードが使用できる資源を設定する

・ カードライブラリのレコードをコピーする

資源確保ユーティリティ（ＣＳＡＬＬＯＣ.ＥＸＥ）

このユーティリティは、以下の２つの役割を持っています。

・ コマンドとして実行することによって、本体で利用できる資源（メモリ、割り込み番号

（ＩＲＱ）、I/Ｏポート）の情報をＣＳＡＬＬＯＣ.INIファイルに書き込みます。

・ デバ イスドライバとして ＣＯＮＦＩＧ.SYS に組 み込むことによって、起動時に

ＣＳＡＬＬＯＣ.INIフ ァ イルを読み込み、カードサ ービスに資源情報を伝えます。

カード情報表示／設定ユ ーティリティ( ＣＡＲＤＩＮＦＯ．ＥＸＥ、ＣＡＲＤＶＩＥＷ．ＥＸＥ)

ス ロットに挿入されている ＰＣ カードの情報を表示します。表示される情報には、 カードの

挿抜状態、カード種別 などがあります。 ＭＳ-ＤＯＳ上では ＣＡＲＤＩＮＦ０．ＥＸＥ を、Ｗｉｎｄｏｗs上 で　

は ＣＡＲＤＶＩＥＷ．ＥＸＥを使用 します。

また、ＣＡＲＤＶＩＥＷ．ＥＸＥ では、イベント通知(カ ード挿抜など)に対 する設定 など も行うことが

で きます。

メモリカードユーティリティ（ＭＣＵＴＬ.ＥＸＥ、ＣＡＲＤＴＯＯＬ,ＥＸＥ）

メモリカードの初期化、コピーを行うために必要なユーティリティです。 ＭＳ-ＤＯＳ上では、

ＭＣＵＴＬ.ＥＸＥを、Ｗｉｎｄｏｗs上ではＣＡＲＤＴＯＯＬ．ＥＸＥを使用します。

AＴＡ カードユ ーティリティ( ＰＦＤＩＳＫ.ＥＸＥ、ＨＤＣＡＲＤＦ.ＥＸＥ)

ＡＴＡ カードを初期化するために必要 なユーティリティです。 ＡＴＡ カードは ＭＳ-ＤＯＳの

フ ォーマットコマ ンド(ＦＯＲＭＡＴ．ＥＸＥ)で は初期化で きません。
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付録 Ｂ　カード環境設定ユーティリティ

(ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ)の基本操作

カード環境設定ユーティリティは、キーボードおよびマウスにより操作が可能です。

ここでは、本ユーティリティの基本操作について説明します。

・ メニューバーから選択する

・プルダウンメニューから選択する

・ コマンドを選択する

・入力した画面を決定する

・入力した画面を取り消す

・ヘルプを表示する

・ 項目間を移動する

・項目の中から１つを選択する

・項目の有効／無効を設定する

・リストボックスから選択する

・画面モードを変更する

・ カード環境設定ユーティリティを終了する

コマンドプロンプトからマウスドライバを起動し ます。

ＭＯＵＳＥ口］

なお マウスドライバは ＭＯＵＳＥ．ＣＯＭ のみに対応してい ます。
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・ メニューバーから選択する

キーボード：

９り派 を押しながら、反転表示されたアルファペット を入力 します。

例えば、「ファイル」というメニューを選びたい場合は、ＩＧＲＰＨＩを押しながらＦキーを

押し ます。

マウス：

メニューバーの選択したい項目名にマウスカーソルをあわせクリックします。

・ プ ル ダウ ンメ ニュ ーか ら選択 する

キーボード：

反転表示されたアルファベット（ショートカットキーといいます）を入力するか、口］

ｍキーでカーソルをあわせロ キーを押します。

マウス：

プルダウンメニユーの選択したい項目名にマウスカーソルをあわせクリックします。
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・ コマンドを選択する

標 準 設 定 の 編 集

〈NEC modem: Ｎ Ｅ Ｃ モ デ ム カ ー ドの 設 定 〉

くＭｏｄｅｍ　　: モデ ム カ ー ド の 設定)

くＮｅｌ ｏｒk　: ネ ット ワ ー ク カ ー ド の設 定)

〈ＡＴＡ　　　 ： ＡＴ Ａ カ ー ド の 設定 〉

キーボード:

ＩＧＲＰＨＩを押しながら、反転表示されたアルファベットを入力します。

例えば、｢ ＡＴＡカードの設定｣ というコマンドを選びたい場合は、ＩＧＲＰＨ１を押しながら

Ａキーを押します。

マウス：

選択したい項目名にマウスカーソルをあわせクリックします。

・入力した画面 を決定する

キーボード：

画面中のすべての入力が終了したら、ロ キーを押します。

マウス：

その画面にある＜ＯＫ＞をクリックします。

・ 入力した画面 を取り消す

キーボード：

画面中のすべての入力を取り消す場合、総ぐ]を押します。

マウス：

その画面にある＜キャンセル＞をクリックします。

・ヘルプを表示する

キーボード:

[Ｅt]キーまたはｉＨＥＬｐ１キーを押します。

ヘルプ画面を終了するには、ロ キーを押します。

付録Ｂ　カ ード環境設定 ユーティリ ティ(ＣＯＮＦＩＧ.ＥＸＥ)の 基本操作　49



マウス：

その画面にある＜ヘルプ＞をクリックします。

ヘルプ画面を終了するには、＜ＯＫ＞をクリックします。

・項目間を移動する

ＮＥＣモデムカードの設定

｢1汗 口
弓
2
:
3
:

ホ

ト

ト

Ｕ

°
’
゜
・

Ｃ

ホ

ホ

の 定義
00B0 ，

00B0 ，

rRQ 03

1RQ 03

キーボード：

匝禍]キーを押すことにより次の入力項目へ.IｓＨｌｎ'|キーを押しながら匡囮 キーを押す

ことにより１つ前の入力項目へ移動することができます。

マウス：

入力したい項目の入力領域にマウスカーソルをあわせクリックします。

また、選択やチェックをつける項目に移動するには。項目名をクリックします。

・ 項目の中 から１つを選択 する

I COMﾎﾟｰﾄの割り当て順子 頂 ㈲

| Ｏ　スロットの順番

キーボード：

選択したい項目にカーソルをあわせ、スペースキーを押します。

選択した項目は（＊）のように表示されます。

マウス：

選択したい項目名にマウスカーソルをあわせクリックします。

・ 項目の有効／無効を設定する

［ ２設定失敗のまま継続します
DDOS 上 でイベントか起きた際にビーフ音を鳴らす
［Xj Windo ｗs上 でイベントか起きた際にビーフ音を鳴らす

キーボード：

有効／無効を設定したい項目にカーソルをあわせ、スペースキーを押します。

スペースキーを押すたびに有効／無効が切り替わり、設定が有効な場合は［Ｘ］と表示

され、無効な場合は［　］のように表示されます。
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マウス：

選択したい項目名にマウスカーソルをあわせクリックします。

・ リストボックスから選択 する

キーボード：
ｍ ｍキーによって選択したい項目にカーソルをあわせロ キーを押します。

枠に表示しきれない項目は、スクロールすると表示されます。

マウス：

選択したい項目にマウスカーソルをあわせダブルクリック（すばやく２回クリック）し

ます。

枠に表示されていない項目を選択したい場合、枠の右側にあるスクロールバーをクリッ

クして項目を表示させてから選択します。

・ 画面モードを切り替える

メニユーバーから「ディスプレイ」を選択します。

プルダウンメニユーから、以下の画面モードを選択できます。選択された画面モードの項

目名には「●」が表示されます。

カラー

モノクロ

ＬＣＤ

画面をカラーで表示します

画面を白黒で表示します

ＬＣＤ画面で見やすい色で表示します

・ カード環境設定ユーティリティを終了 する

「ファイル」メニューバーから「終了」を選択します。
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付録 Ｃ

ＳＳＤ ＲＶ ．ＳＹ Ｓ

書式

PＣカードサポートソフトウェア

デバイスドライバのパラメータ

SＳＤＲＶ.SYS　 ［/ＥＭＳ=OI 月

パラメータ

/ＥＭS

ＣＳ．ＥＸＥ

書式

パラメータ

/ＥＭS

/IＲＱ

ＣＳＰＮＰ．ＥＸＥ

書式

パラメータ

/ＥＭS

0: コンベンショナルメモリに常駐します。

1: ＥＭＳ メモリに常駐部の一部を格納します。

パラメータを指定しない場合の既定値です。

CS. ＥＸＥ　 ［/ＥＭ Ｓ=011H/ ＩＲＱ＝315161ＡlＣl

O: コンベンショナルメモリに常駐します。

1: ＥＭＳ メモリに常駐部の一一部を格納します。

パラメータを指定しない場合の既定値です。

ＰＣカードの状態に変化（挿抜など）が起こったときに使用される割り込み

番号を指定します。 IRQ10，12 はそれぞれＡ，Ｃと記述します。

パラメータを指定しない場合，ＩＲＱ＝6となります。

C ＳＰＮＰ.ＥＸＥ　 ［/ＥＭＳ=O 川

O: コ ンベンショナルメモリに常駐 します。

1: ＥＭＳ メモリに常駐部の一部を格納します。

パラメータを指定しない場合の既定値です。
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CSS.S ＹS

書式 CSS.S ＹS

パラメータ　なし

ＣＡ ＲＤＩＤ ．ＥＸＥ

書式 ＣＡＲＤＩＤ ．ＥＸＥ　 Ｉ〈 パ ス 名 ＞ＣＡＲＤＩＤ ．ＩＮＩ］

パラメータ

＜パス名＞ CＡＲＤＩＤ.INI の パ ス名を指定し ます。

指定を省略 した場合、ＣＡＲＤＩＤ．ＥＸＥ と同じディレクトリにある

ＣＡＲＤＩＤ．ＩＮＩが使用されます。

CＡＲＤＩＤ.INI フ ァイル中の指定

書式 [ＣＯＭＭＯＮ]セ クションに ＵsｅＥＭＳ＝[ＹＥＳＩＮＯ]

[Librａｒies]セ クションに ＣａrdLib＝〈 パス名＞ ライブラリファイル名

パラ メータ　

ＵsｅＥＭS Ｙ ＥＳ：

Ｎ Ｏ：

＜パス名＞

ＣＳＡＬＬＯ Ｃ．ＥＸＥ

書式

EMS メモリに常駐部の一部を格納します。

コンベンショナルメモリに常駐します。

使用するライブラリのパス名を指定します。

C ＳＡＬＬＯＣ.ＥＸＥ　 Ｉ〈 パ ス 名 ＞ＣＳＡＬＬＯＣ.IＮII

パラメータ

＜パス名＞

Ｍ ＣＤＲ Ｖ．ＳＹＳ

書式

パラメータ

/ＥＭS

/Ｄ

CＳＡＬＬＯＣ.INI のパ ス名を指定し ます。

指定 を省略 した場合、ＣＳＡＬＬＯＣ.ＥＸＥ と同じディレ クトリにある

ＣＳＡＬＬＯＣ.INIが 使 用されます。

M ＣＤＲＶ.SYS ［/ＥＭ Ｓ＝011H/ Ｄ＝ｎ］

O:

1:

コンベンショナルメモリに常駐します。

ＥＭＳメモリに常駐部の一部を格納します。

パラメータを指定しない場合の既定値です。

n:　　ドライブ数（I ～4 ） を指定し ます。

既定値は２です。
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ＨＤ ＣＡＲＤ ．ＳＹＳ

書式

パラメータ

/ＥＭS

/Ｄ

HＤＣＡＲＤ.SYS　[/ ＥＭＳ=OII][/ Ｄ=ｎl

O: コンベンショナルメモリに常駐します。

1: ＥＭＳ メモリに常駐部の一部を格納します。

パラメータを指定しない場合の既定値です。

ｎ:　ドライブ数（1～4）を指定します。

既定値は２です。
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付録 Ｄ PＣカードサポートソフトウェア
ユーティリティのスイッチ

ＣＯ ＮＦＩＧ ．ＥＸＥ

書式

ス イッチ

/ＤＭ

/ＤＬ

/?

Ｃ ＳＡＬＬＯ Ｃ ．ＥＸＥ

書式

スイッチ

の

だ

ＣＯＮＦＩＧ ．ＥＸＥ ［／Ｄ ＭＩ／ＤＬｊ

モノクロ表示で画面を表示します。

ＬＣＤ表示で画面に表示します。

何も指定しない場合は、カラーで表示されます。

ヘルプを表示します。

CＳＡＬＬＯＣ.ＥＸＥ　 Ｉ/Ｄ][/?]

ＣＡＲＤＩＮＦ０ ．ＥＸＥ

書式

ス イ ッ チ

£

Ⅳ

だ

P ＦＤＩＳＫ.ＥＸ Ｅ

書式

スイッチ

＜Ｄ:＞

/?

動作環境およびＰＣカード用資源の表示も行います。

ヘルプを表示します。

C ＡＲＤＩＮＦ０.ＥＸＥ　t/ ＣＨ/ ＯＦＦＩ :ｎ]Ｈ/ ＯＮ[: ｎｌＨ/ ＶＨ/?]

カードサービスの情報を表示します。

スロットの設定情報を表示します。

ヘルプを表示します。

PＦＤＩＳＫ　[ 〈Ｄ:＞][/?1

ＡＴＡ カードのドライブ名を指定し ます。

ヘルプを表示します。
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ＨＤＣＡＲＩ)Ｆ．ＥＸＥ

お 式　　　　 ＨＤＣΛＲＤＦ　 Ｉ〈Ｄ：＞日/?|

ス イ ッ チ

＜ Ｄ：＞　　 ＡＴΛ 力 ……|.'ｊｿ')ド ソ イブ 名 を 指 定 し ます

/?　　 へ 丿 員 心 よす
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付録 Ｅ　ＩＲＱ、ＩＮＴ対応表

以下にＩＲＱ、ＩＮＴ対応表を示します。

IRQ � ＩＮＴ

３ � ０

５ � １

６ � ２

９ � ３

10 �41

ＩＩ �42

12 � ５

13 � ６
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付録 Ｆ Windoｗｓ上でのモデムカード
使用について

ここでは、Ｗｉｎｄｏｗs上 でモデムカード を使用するときの注意事項について説明します。

1. ＳＹＳＴＥＭ.INI フ ァ イルの変更

ＰＣ カードサポートソフトウェアで は、 Ｗｉｎｄｏｗs 上でモデムなど通信用のカードを使用で き

るようにするため、ＳＹＳＴＥＭ.INI フ ァ イルに独自のドライバなどを追加し ます。その変更内

容は以下の通りとなってい ます。何らかの理由で、標準の設定 に戻 したい場合は。メモ帳

などのエ ディタを用いて、ＳＹＳＴＥＭ.INI を修 正してください。

インストール前

[386Enh] セ ク ション

ｄｅｖｉｃｅ＝＊ｖｃｄ

ｄｅｖｉｃｅ＝＊ｃｏｍｂｕ汀

イ ン ス ト ー ル 後

1386Enh] セ ク シ ョ ン

de ｖｉｃｅ＝Ａ:¥ ＭxＩＮＤ Ｏ･Ｗ Ｓ¥ ＳＹＳＴＥＭ¥ss ｖrdd.386de

ｖｉｃｅ＝Ａ:￥ｌａｇＩＮＤ ＯＷ Ｓ￥ＳＹＳＴＥＭ¥ ｖcd.386

de ｖｉｃｅ＝Ａ:¥ ＳｑＮＤ(:)ＭxS¥ ＳＹＳＴＥＭ ￥ｃｏｍｂｕn1386;

ｅｖｉｃｅ＝＊ｖcd

;ｅｖｉｃｅ＝＊ｃｏｍｂｕff

※上記の ディレクトリ名(￥ＷＩＮＤＯＷＳ)は 、既定値で インストールを行った場合です。

※ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ ディレ クトリにある ｃｏｍｍ.drｖは ｅｏｍｍ.oldにフ ァイル名が変更され

新しいｃｏｍｍ.drｖ が インスト ールされ ます。

※ご使用のシステムによってインストール前に ｅｏｍｂｕffの 記述がない場合があ ります。

2. 他社製モデムカードを使用する場合

・ 専用のドライバが必要となる場合があります。詳しくは、モデムカードに添付のマニュアル

を参照してください。

・ コントロールパネルでシリアルポートの設定変更はできません。

・ アプリケーションや Ｗｉｎｄｏｗs に添付のターミナルでシリアルポートを認識できない場合があ

ります。 その際は、ＷＩＮ.INI フ ァ イルの[ports]セ クションにメモ帳 などのエディタで設定を追

加してください。以下は、ＣＯＭ４ポートを追加する場合の記述例です。

lportlセ クション

ＣＯＭＩ:＝9600,ｎ,8，1，ｘ

ＣＯＭ２:＝9600,ｎ,8，1，ｘ

ＣＯＭ３:＝9600,ｎ,8，1，ｘ

ＣＯＭ４:＝9600,ｎ,8，1，ｘ　　←　 この行を追加

・ モデムカ ードをプリンタの出力に使用する場合は、エディタで設定を変更してください。
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記述説明

書式　　 ポート名：＝通信速度，パリティの設定，データ長，ストップビット長

[，フロー制御]

ポート名

通信速度

データ長

ストップビット長

フロー制御

ＣＯＭＸ（Ｘはシリアルポート番号）

通信速度を指定します。（75,150,300,600,1200,2400,4800,9600 ，

19200 のいずれか）。ただし，最小／最大の通信速度は使用するモデ

ムカードによります。

データ長をビット単位で指定します。（5,6,7,8 のいずれか）

ストップビット長をビット単位で指定します。（1，1.5,2のいずれか）

Ｘまたはｐを指定します。
Ｘ：　ＸＯＮ／ＯＦＦ制御を行う

ｐ：　ハードウェアフロー制御を行う
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付録 Ｇ B4680 インタフェースカードＴ(

ＰＣ-9801 N-J02)ご使用上の注意

本機に添付された「ＰＣカードサポートソフトウェアディスク」には、B4680 インタフェース

カードＴ（ＰＣ-9801N-J02、以下カードＴと略）を本機で使用するためのドライバが含まれてい

ます。

本機でカードＴを使用する場合、カードＴ添付のドライバでは正常に動作しない場合がありま

す。カードＴ添付の「ドライバティスタ」内のＲＥＡＤＭＥファイルに特に指示がない場合、

「ＰＣカードサポートソフトウェアディスク」をカードＴの「ドライバティスタ」として使用

してください。

カードＴのセットアップ方法はカードＴ添付のユーザーズマニュアルを参照して行います。こ

のとき、カードＴマニュアルに示されているカードＴ製品添付「ドライバティスタ」の記述は、

「ＰＣカードサポートソフトウェアディスク」に読み換えてください。

セットアップ可能なネットワーク製品は次のとおりです。バージョンなどの詳細については

カードＴのマニュアルを参照してください。

●ＮｅtＮＶａrｅ

・ＬＡＮマネージヤ

・ＴＣＰ/IP通信制御ドライバ
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